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各係からの一口メモも掲載！
役場に用事があるときはご活用ください

保存版！
役場の仕事

特集
このこと、どこに聴けばいいの？

8

花と緑と水のまち

M i m a t a  P u b l i c R e l a t i o n s

日　
　

時
／
11
月
４
日
（
日
）

開　
　

場
／
午
後
１
時
30
分

開　
　

演
／
午
後
２
時

上
演
時
間
／
90
分
（
休
け
い
込
み
）

料　
　

金
／

　

一
般
（
高
校
生
以
上
）…
１
、５
０
０
円
（
当
日
１
、７
０
０
円
）

　

小
学
生
〜
中
学
生
…
…
１
、０
０
０
円
（
当
日
１
、２
０
０
円
）

　
※
未
就
学
児
童
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

出　
　

演
／

　
篠
原
千
鶴
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
／
内
之
倉
勝
哉
（
テ
ノ
ー
ル
）

　
永
野　

朱
美
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
／
藤
田　
　

剛
（
ピ
ア
ノ
）

　
黒
木　

麻
理
（
ピ
ア
ノ
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
／

　

日
本
歌
曲
・
千
の
風
に
な
っ
て
／
歌
劇
「
蝶
々
夫
人
」
か
ら 

ほ
か

福田進一
ギターリサイタル in 三股

日
時　

10
月
14
日（
日
）

開
場
／
午
後
１
時
30
分

開
演
／
午
後
２
時

料
金
／
一
般
・
・
・
・
・
・
・
・２
、０
０
０
円
（
当
日
２
、５
０
０
円
）

　
　
　

学
生
（
高
校
生
以
下
）・
・
１
、０
０
０
円
（
当
日
１
、５
０
０
円
）

　
　
　
　
※
就
学
前
児
童
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

出
演
／
福
田
進
一
【
ギ
タ
ー
】

※
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

オ
ー
ラ 

デ
ィ 

ム
ジ
カ

ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト

〜
午
後
の
ひ
と
と
き
を
〜

声
楽
家
３
人
で

マ
ジ
メ
に
楽
し
く
、

ち
ょ
っ
と
お
も
し
ろ
く
お
贈
り
す
る

音
楽
の
ひ
と
と
き
。

ご
一
緒
し
ま
せ
ん
か
？

Heartfelt musicHeartfelt musicHeartfelt music
Presented by
Ensemble M

ハートフェルトミュージック

９/8(土)
ん? どこかで
聞いたことのあるメロディー
Vol.4〜映画音楽編〜

“あれ？どこかで聞いたことあるような” 曲を集めたコンサート

思い出のスクーリーンミュージックに出会えるかも！

■時　　間：午後７時開演（午後６時30分開場）

■料　　金：一律1,000円（当日1,500円）
■演奏曲目：�ラストエンペラー、 ミッションインポッシブル、「ひまわり」、　　

「ティファニーで朝食を」などの映画音楽メドレー ほか

■上演時間：約90分

０才から楽しめるコンサート
手作り楽器に挑戦♪ 

音で遊ぼう1・2・3！
手作り楽器作成コーナー／音が出せる楽器を作りたい人、この指と〜まれ！
■時　　間：午後１時〜２時
■場　　所：町立文化会館会議室、リハーサル室
※先着50名で締め切りとさせていただきます。
　お早めの申し込みをお待ちしています。KOKORONE（心音）

９/9(日)

アニメソングや楽器体験、音あてクイズなど、参加型の内容でお送りします。

■日　　時：午後２時30分開演（午後２時開場）

■料　　金：一律300円（当日500円）
■演奏曲目：�アンパンマンマーチ、ぞうさん、
　　　　　　  アイスクリームのうた、
　　　　　　  ハウルの動く城よりほか

■上演時間：約60分

※�

内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
時
：

　

10
月
５
日
（
金
）
午
後
７
時
〜

　

10
月
６
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
／
午
後
７
時
〜

　

10
月
７
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

　
（
計
４
回
公
演
）

■
料
金
：

　

一　

般
／
１
、８
０
０
円
（
当
日
２
、０
０
０
円
）

　

小
学
生
〜
高
校
生
／

　
　
　
　
　

１
、０
０
０
円
（
当
日
１
、２
０
０
円
）

　

ペ　

ア
／
３
、０
０
０
円
（
一
般
・
前
売
り
の
み
）

※
な
お
、
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

村
冶
佳
織
、
大
萩
康
司
な
ど
現
在
、
日
本
を
代
表
す
る
若
手
ギ
タ
リ
ス
ト
を
育
成
し
、

世
界
で
活
躍
し
て
い
る
ギ
タ
リ
ス
ト
福
田
進
一
を
迎
え
ま
す
。

繊
細
で
美
し
い
旋
律
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
！
お
聞
き
逃
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
！

場所／三股町立文化会館　　出演／ Ensemble　M（アンサブルM）／愛川義夫（ギター）、上之園謙治（パーカッション）、
横山桂子（ピアノ）　Guest（ゲスト）／小川知恵（エレクトーン）、平山美津代（クラリネット）、川﨑圭子（うた）
※なお、内容に変更がある場合があります。あらかじめご了承ください。

記
念
す
べ
き
第
10
回
の
本
公
演
と
し
て
、演
劇
史
に
残
る

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
名
作
に
挑
戦
し
ま
す
。今
回
は
、
＂こ
ふ

く
劇
場
版＂
と
し
て
上
演
。

出
演
者
も
全
国
か
ら
募
集
し
、
地
域
で
作
品
を

創
造
す
る
と
い
う
こ
と
の
可
能
性
を
さ
ら
に
広
げ
、 

そ
れ
を
全
国
へ
と
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

劇
団
こ
ふ
く
劇
場
第
10
回
公
演　

『
夏
の
夜
の
夢
』

主
催
：
劇
団
こ
ふ
く
劇
場
／
三
股
町
・
三
股
町
教
育
委
員
会

原
作
／
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア　

訳
／
坪
内
逍
遥

構
成
・
演
出
／
永
山
智
行

出
演
／
あ
べ
ゆ
う
、
上
元
千
春
、
濱
砂
崇
浩
、

　
　
　

ほ
か
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
り
決
定

『
夏
の
夜
の
夢
』

（
原
題
：A

 M
idsum

m
er N

ight's D
ream

）

Ｗ
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
よ
っ
て
１
５
９
０
年
代
中
ご
ろ
に
書
か
れ
た
喜
劇
形

式
の
戯
曲
。全
５
幕
か
ら
な
り
、ア
テ
ネ
近
郊
の
森
に
足
を
踏
み
入
れ
た
貴
族
や

職
人
、
森
に
住
む
妖
精
た
ち
が
登
場
す
る
。幾
度
か
映
画
化
も
さ
れ
て
い
る
。

黒
木
麻
理
（
ピ
ア
ノ
）

藤
田
剛
（
ピ
ア
ノ
）

内
之
倉
勝
哉
（
テ
ノ
ー
ル
）

篠
原
千
鶴
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

永
野
朱
美
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
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保存版！役場の仕事
「この係は何の仕事を
　しているのだろう？」

「このことは、どこに聴けば
　いいんだろう？」
今回は、町民の皆さんのそんな疑問にお答えします！
役場に用事があるときはご活用ください！
この目次部分から必要な項目をみて、その項目の
掲載ページをご覧ください。なお、ページ番号の次の数字は
庁舎内の「窓口番号」です。

保存版！
役場の仕事

役場の仕事 INDEX

子
ど
も

出　
　

産　
　

母
子
手
帳
・・
・
・
・
・
・
・
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・・
・
・
７
㌻

　
　
　
　
　
　

妊
婦
教
室
・・
・
・
・
・
・
・
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・・
・
・
７
㌻

　
　
　
　
　
　

出
産
育
児
一
時
金
（
国
保
）・・
・
国
保
年
金
係
・・
・
・
・
・
・
４
㌻
3

子
育
て　
　

子
育
て
相
談
・・
・
・
・
・
・
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・・
・
７
㌻

　
　
　
　
　
　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
・・
・
・
・
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・・
・
７
㌻

　
　
　
　
　
　

児
童
虐
待
・・
・
・
・
・
・
・
・
児
童
福
祉
係
・・
・
・
・
・
・
５
㌻
7

　
　
　
　
　
　

保
育
所
・・
・
・
・
・
・
・
・
児
童
福
祉
係
・・
・
・
・
・
・
５
㌻
7

　
　
　
　
　
　

児
童
手
当
・・
・
・
・
・
・
・
・
児
童
福
祉
係
・・
・
・
・
・
・
５
㌻
7

　
　
　
　
　
　

児
童
扶
養
手
当
・・
・
・
・
・
・
児
童
福
祉
係
・・
・
・
・
・
・
５
㌻
7

健　
　

康　
　

乳
幼
児
健
診
・・
・
・
・
・
・
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・・
・
・
７
㌻

　
　
　
　
　
　

予
防
接
種
・・
・
・
・
・
・
・
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・・
・
・
７
㌻

　
　
　
　
　
　

乳
幼
児
各
種
教
室
・・
・
・
・
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・・
・
・
７
㌻

　
　
　
　
　
　

食　
　

育
・・
・
・
・
・
・
・
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・・
・
・
７
㌻

医　
　

療　
　

乳
幼
児
医
療
・・
・
・
・
・
・
・
児
童
福
祉
係
・・
・
・
・
・
・
５
㌻
7

　
　
　
　
　
　

母
子
医
療
・・
・
・
・
・
・
・
・
児
童
福
祉
係
・・
・
・
・
・
・
５
㌻
7

　
　
　
　
　
　

父
子
医
療
・・
・
・
・
・
・
・
・
児
童
福
祉
係
・・
・
・
・
・
・
５
㌻
7

　
　
　
　
　
　

寡
婦
医
療
・・
・
・
・
・
・
・
・
児
童
福
祉
係
・・
・
・
・
・
・
５
㌻
7

小
学
生　
　

就　
　

学
・・
・
・
・
・
・
・
・
学
校
教
育
係
・・
・
・
・
・
・
６
㌻

　
　
　
　
　
　

児
童
館
・・
・
・
・
・
・
・
・
児
童
福
祉
係
・・
・
・
・
・
・
５
㌻
7

　
　
　
　
　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
・・
・
・
・
・
・
学
校
教
育
係
・・
・
・
・
・
・
６
㌻

中
学
生　
　

就　
　

学
・・
・
・
・
・
・
・
・
学
校
教
育
係
・・
・
・
・
・
・
６
㌻

高
校
生
・
大
学
生　

奨
学
金
制
度
・・
・
・
・
・
学
校
教
育
係
・・
・
・
・
・
・
６
㌻

一　

般
健　
　

康　
　

は
り
・
き
ゅ
う
・
・
・
・
・
・
・
国
保
年
金
係
・・
・
・
・
・
・
４
㌻
3

　
　
　
　
　
　

各
種
健
康
教
室
・・
・
・
・
・
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・・
・
・
７
㌻

　
　
　
　
　
　

各
種
健
康
診
断
・・
・
・
・
・
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・・
・
・
７
㌻

　
　
　
　
　
　

人
間
ド
ッ
ク
・・
・
・
・
・
・
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・・
・
・
７
㌻

　
　
　
　
　
　

各
種
が
ん
検
診
・・
・
・
・
・
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・・
・
・
７
㌻

　
　
　
　
　
　

健
康
相
談
・・
・
・
・
・
・
・
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・・
・
・
７
㌻

　
　
　
　
　
　

献　
　

血
・・
・
・
・
・
・
・
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・・
・
・
７
㌻

健
康
保
険　
　

国
民
健
康
保
険
・・
・
・
・
・
・
国
保
年
金
係
・・
・
・
・
・
・
４
㌻
3

年　
　

金　
　

国
民
年
金
・・
・
・
・
・
・
・
・
国
保
年
金
係
・・
・
・
・
・
・
４
㌻
3

生
涯
学
習　
　

各
生
涯
学
習
教
室
・・
・
・
・
・
生
涯
学
習
係
・・
・
・
・
・
・
６
㌻

　
　
　
　
　
　

さ
わ
や
か
出
前
講
座
・・
・
・
・
生
涯
学
習
係
・・
・
・
・
・
・
６
㌻

　
　
　
　
　
　

施
設
貸
し
出
し
・・
・
・
・
・
・
生
涯
学
習
係
・・
・
・
・
・
・
６
㌻

　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
・・
・
・
・
・
・
生
涯
学
習
係
・・
・
・
・
・
・
６
㌻

　
　
　
　
　
　

読
書
・
図
書
資
料
貸
し
出
し
・・
図
書
館
・・
・
・
・
・
・
・
・
７
㌻

　
　
　
　
　
　

文
化
振
興
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
・
・
文
化
会
館
・・
・
・
・
・
・
・
７
㌻

　
　
　
　
　
　

歴
史
・
文
化
財
・・
・
・
・
・
・
生
涯
学
習
係
・・
・
・
・
・
・
６
㌻

住　
　

所　
　

転
入
・
転
出
・
転
居
・・
・
・
・
戸
籍
住
民
係
・・
・
・
・
・
・
４
㌻
3

　
　
　
　
　
　

住
民
票
の
発
行
・・
・
・
・
・
・
戸
籍
住
民
係
・・
・
・
・
・
・
４
㌻
3

　
　
　
　
　
　

戸
籍
（
抄
）
謄
本
の
発
行
・
・
・
戸
籍
住
民
係
・・
・
・
・
・
・
４
㌻
3

婚
姻
関
係　
　

婚
姻
・
離
婚
届
け
・
・
・
・
・
・
戸
籍
住
民
係
・・
・
・
・
・
・
４
㌻
3

印
か
ん　
　

印
か
ん
登
録
・
証
明
の
発
行
・
・
戸
籍
住
民
係
・・
・
・
・
・
・
４
㌻
3

税　
　
　
　
　

個
人
の
町
民
税
の
申
告
と
課
税
	
住
民
税
係
・・
・
・
・
・
・
・
４
㌻
5

　
　
　
　
　
　

法
人
の
町
民
税
の
申
告
と
課
税
	
住
民
税
係
・・
・
・
・
・
・
・
４
㌻
5

　
　
　
　
　
　

原
付
バ
イ
ク
等
の
登
録
と
廃
車
	
住
民
税
係
・・
・
・
・
・
・
・
４
㌻
5

　
　
　
　
　
　

軽
自
動
車
税
の
課
税
・・
・
・
・
住
民
税
係
・・
・
・
・
・
・
・
４
㌻
5

　
　
　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
・・
・
住
民
税
係
・・
・
・
・
・
・
・
４
㌻
5

　
　
　
　
　
　

町
た
ば
こ
税
の
申
告
・・
・
・
・
住
民
税
係
・・
・
・
・
・
・
・
４
㌻
5

　
　
　
　
　
　

納　
　

税
・・
・
・
・
・
・
・
・
納
税
管
理
係
・・
・
・
・
・
・
４
㌻
5

　
　
　
　
　
　

納
税
証
明
・
滞
納
の
な
い
証
明
の
発
行
	
納
税
管
理
係
・・
・
・
・
・
・
４
㌻
5

　
　
　
　
　
　

所
得
証
明
・
課
税
証
明
の
発
行
	
住
民
税
係
・・
・
・
・
・
・
・
４
㌻
5

高
齢
者

健　
　

康　
　

老
人
医
療
・・
・
・
・
・
・
・
・
国
保
年
金
係
・・
・
・
・
・
・
４
㌻
3

　
　
　
　
　
　

各
種
健
康
教
室
・・
・
・
・
・
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・・
・
・
７
㌻

　
　
　
　
　
　

予
防
接
種
・・
・
・
・
・
・
・
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
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金
融
機
関

案　
　

内

正面玄関

廊　下階
段

階
段

階
段

ロビー

エレ
ベーター 町民保健課会計課

町民室

税務財政課福祉課

庁舎１階案内図

総務企画課

町長室

都市整備課

副町長室

環境水道課

電算室

廊　下階
段

階
段

階
段

エレ
ベーター

庁舎２階案内図

１
階 

3
町
民
保
健
課

国
保
年
金
係
か
ら

国
民
健
康
保
険
と
国
民
年
金
の
届
け

出
は
少
し
違
い
ま
す
。詳
し
く
は
国
保

年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
場
合

国
保
→
社
保・共
済
組
合
な
ど　

社
保・共
済
組
合
な
ど
→
国
保

ど
ち
ら
も
役
場
へ
の
届
け
出
が
必

要
。
な
お
、
健
康
保
険
証
を
作
る
と
き

は
世
帯
主
が
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。代

理
の
場
合
は
、
世
帯
主
の
委
任
状
が
必

要
で
す
。

国
民
年
金
の
場
合

第
１
号・第
３
号
→
第
２
号

役
場
へ
の
届
け
出
の
必
要
な
し

第
２
号
→
第
１
号・第
３
号

役
場
へ
の
届
け
出
が
必
要

※�

第
１
号（
被
保
険
者
）と
は
、20
歳
以

上
の
自
営
業
者
や
農
林
業
者
、
学
生

な
ど
を
い
い
ま
す
。

※�

第
２
号（
被
保
険
者
）と
は
、厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

人
を
い
い
ま
す
。

※�

第
３
号（
被
保
険
者
）と
は
、第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
を
い
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

が
離
婚
な
ど
で
扶
養
か
ら
は
ず
れ
る

場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。　

給
付
に
関
す
る
こ
と
や
、
年
金
記
録

（
納
付
状
況
）
に
関
す
る
こ
と
は
社
会

保
険
事
務
所（
☎
23
―
２
５
７
１
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

戸
籍
住
民
係
か
ら

印
か
ん
証
明
は
、
印
か
ん
登
録
証
が

な
い
と
取
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
印
か
ん

登
録
証
と
登
録
し
た
印
か
ん（
実
印
）

は
、
本
人
が
分
か
る
よ
う
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

転
入
・
転
出
・
転
居
・
出
生
・
婚
姻
な

ど
の
届
け
出
を
行
う
場
合
は
、
関
係
す

る
係（
税
・
福
祉
・
水
道
な
ど
）
で
の
そ

れ
ぞ
れ
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
思
っ
た
よ
り
時
間
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
手
続
き
に
来

て
く
だ
さ
い
。

１
階 

5
税
務
財
政
課

納
税
管
理
係
か
ら

税
の
各
証
明
書
は
、
そ
の
世
帯
以
外

の
人
が
と
る
場
合
に
は
、
本
人
の
委
任

状
が
必
要
で
す
。

各
税
や
水
道
料
な
ど
の
口
座
振
替

依
頼
書
は
、
引
き
落
と
し
を
行
う
金
融

機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
税
係
か
ら

町
県
民
税（
一
般
に
住
民
税
と
言
い

ま
す
）は
、毎
年
１
月
１
日（
基
準
日
）現

在
に
住
所
が
あ
る
市
町
村
で
課
税
さ
れ

ま
す
。転
入
・
転
出
を
し
た
場
合
は
、基

準
日
に
住
ん
で
い
た
市
町
村
に
そ
の
年

の
住
民
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

基
準
日
以
降
に
転
入
し
た
市
町
村
か
ら

は
、
そ
の
年
の
住
民
税
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。

そ
の
た
め
、
所
得
証
明
書
や
課
税
証

明
書
は
、
新
し
く
住
み
だ
し
た
市
町
村

で
は
、
税
を
納
め
て
い
な
い
た
め
、
証

明
書
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。各
証
明

書
は
、
基
準
日
に
住
ん
で
い
た
市
町
村

で
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
平
成
○
年
度
の
所
得
・

課
税
証
明
書
は
、
前
年
分
の
所
得
・
課

税
を
証
明
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
平
成

19
年
度
の
所
得
証
明
書
で
あ
れ
ば
、
平

成
18
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で

の
所
得
を
証
明
し
て
い
ま
す
。証
明
書

が
必
要
な
場
合
に
は
、
各
手
続
き
で
必

要
に
な
る
年
度（
平
成
何
年
の
所
得
・

課
税
の
証
明
が
必
要
か
）
を
把
握
し
て

手
続
き
く
だ
さ
い
。

１
階 

7
福
祉
課

児
童
福
祉
係
か
ら

各
医
療
費
助
成
制
度
で
は
、
健
康

保
険
の
種
類
や
内
容
に
変
更
が
あ
っ

た
と
き
、
住
所
・
氏
名
の
変
更
が
あ
っ

た
と
き
、
金
融
機
関
の
内
容
に
変
更

が
あ
っ
た
と
き
、
受
給
資
格
証
を
紛

失
・
破
損
し
た
と
き
は
、
届
け
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。届
け
出
が
な
い
場
合

は
、
医
療
費
助
成
に
時
間
が
掛
か
っ
た

り
、
助
成
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
館
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
に
加
入
し

て
い
る
児
童
だ
け
で
な
く
、
誰
で
も
遊

び
に
い
け
ま
す
。
た
だ
し
、
未
就
学
児

は
保
護
者
同
伴
で
す
。児
童
ク
ラ
ブ
へ

の
加
入
は
、
最
寄
り
の
児
童
館
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
高
齢
者
係
か
ら

介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

か
か
る
費
用
な
ど
に
応
じ
て
市
町
村

ご
と
に
基
準
額
を
決
定
し
ま
す
。基
準

額
は
６
段
階
あ
り
、
皆
さ
ん
の
所
得
状

況
に
応
じ
て
保
険
料
を
決
定
し
て
い

ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

２
階 

8
総
務
企
画
課

行
政
係
か
ら

不
審
者
な
ど
の
情
報
を
お
知
ら
せ

す
る「
防
犯
情
報
メ
ー
ル
」
を
配
信
し

て
い
ま
す
。希
望
す
る
人
は
次
の
要
領

で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

g
yo
u
se
-k@

to
w
n
.m
im
a
ta
.

m
iyazaki.jp

直
接
、
携
帯
電
話
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン

か
ら
右
の
ア
ド
レ
ス
に
メ
ー
ル
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。
タ
イ
ト
ル
は「
防
犯

メ
ー
ル
登
録
希
望
」
と
し
て
、
本
文
に

①
氏
名
②
住
所
③
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
の
ど
ち
ら
で

も
可
）④
学
校
名（
学
生
の
場
合
）を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

な
お
、
携
帯
電
話
の
場
合
、
パ
ソ
コ

ン
か
ら
の
メ
ー
ル
受
信
を
拒
否
設

定
し
て
い
る
人
は
、
解
除
し
て
く
だ

さ
い
。

職
員
係
か
ら

多
く
の
人
に
雇
用
の
機
会
を
も
っ

て
も
ら
う
た
め
、
役
場
な
ど
で
の
パ
ー

ト
・
委
託
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
は
登
録
制
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
人
は
職
員
係
に
履
歴

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２
階 

9
都
市
整
備
課

建
築
係
か
ら

町
営
住
宅
は
、
い
つ
で
も
入
居
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。年
に
３
回

の
募
集
を
行
い
、
抽
選
の
結
果
入
居
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す（
た
だ
し
、
長

田
団
地
と
宮
村
第
２
団
地
は
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
空
き
が
あ
れ
ば

入
居
で
き
ま
す
）。ま
た
、入
居
に
は
所

得
制
限
な
ど
、各
種
条
件
が
あ
り
ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
も
随
時
募

集
中
で
す（
た
だ
し
、
定
数
に
な
り
次

第
、締
め
切
り
ま
す
）。詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
階 

�
環
境
水
道
課

環
境
保
全
係
か
ら

浄
化
槽
の
保
守
点
検（
年
に
数
回
）

と
法
定
検
査（
年
１
回
）
は
同
じ
検
査

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。浄
化
槽
を
車
に
例

え
る
な
ら
ば
、
保
守
点
検
は
オ
イ
ル
交

換
で
、
法
定
検
査
は
車
検
の
よ
う
な
も

の
で
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

野
犬
の
捕
獲
は
保
健
所
の
ほ
か
、
環

境
保
全
係
で
も
対
応
で
き
ま
す
が
、
猫

の
場
合
は
こ
こ
で
は
対
応
で
き
ま
せ

ん
。保
健
所
に
有
料
で
持
ち
込
み
と
な

り
ま
す（
一
匹
７
４
０
円
ほ
か
）。

納
骨
堂
か
ら
墓
地
へ
の
遺
骨
の
移

動
な
ど
は
、
改
葬
許
可
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

国保年金係
戸籍住民係

３

1

２５７

８９

10

会計係住民税係
財政係

納税管理係
資産税係

児童福祉係
社会福祉係
介護高齢者係
地域包括支援センター

行政係
職員係

企画政策係
情報システム係

建築係
施設管理係
都市整備係

環境保全係
上水道係
下水道係

保存版！
役場の仕事

応
接
室

係
か
ら
の
ひ
と
く
ち
メ
モ
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健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

三
股
町
中
央
公
民
館

教
育
課　
（
☎
52
︱
１
１
１
１
）

学
校
教
育
係
か
ら

婚
姻
や
離
婚
な
ど
で
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
の
氏

名
や
住
所
な
ど
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
学
校
教
育
係

で
変
更
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

奨
学
金
に
つ
い
て
は
、４
月
だ
け
の
受
け
付
け
と

な
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
係
か
ら

役
場
職
員
が
講
師
と
な
っ
て
役
場
業
務
な
ど
の

紹
介
や
講
演
を
行
う「
さ
わ
や
か
出
前
講
座
」
は
、無

料
で
利
用
で
き
ま
す
。各
種
講
座
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
係
で
は
、
施
設
の
貸
し
出
し
ば
か
り
で

な
く
、各
種
備
品（
机
、い
す
、ス
ポ
ー
ツ
用
具
な
ど
）

も
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
康
推
進
係
か
ら

セ
ン
タ
ー
で
は
、
運
動
器
具
が
備
え

て
あ
る
ホ
ー
ル
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
日
は
、
日
中
は
月
～
金

曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で
、

夜
間
は
月
、
水
、
金
曜
日
の
午
後
７
時

～
９
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
利
用
は
行
事
な
ど
が
入
っ

て
い
な
い
日
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
祝

日
は
お
休
み
で
す
。

使
用
料
は
無
料
で
、
会
員
登
録
だ
け

し
て
も
ら
い
ま
す
。指
導
者
は
い
ま
せ

ん
が
、
自
主
的
に
健
康
づ
く
り
を
希
望

す
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

セ
ン
タ
ー
で
は
、
交
流
の
場
の
提
供

だ
け
で
は
な
く
、
育
児
相
談
や
巡
回
家

庭
訪
問
も
行
っ
て
い
ま
す
。子
育
て
の

悩
み
や
不
安
が
あ
っ
て
、
な
か
な
か
セ

ン
タ
ー
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
も
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

議　会
事務局産業振興課 議会委員会室

議　場

廊　下階
段

階
段

階
段

エレ
ベーター

庁舎３階案内図

３
階 

�
議
会
事
務
局

議
会
事
務
局
か
ら

議
会
の
本
会
議
は
誰
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

３
階 

�
産
業
振
興
課

商
工
観
光
係
か
ら

町
は
日
本
最
南
端
の
ど
ぶ
ろ
く
特

区
。
そ
れ
を
生
か
し
て
町
商
工
会（
☎

52
︱
２
２
２
６
）
は
、
ど
ぶ
ろ
く
の
特

性
を
生
か
し
た
特
産
品
作
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。現
在
さ
ま
ざ
ま
な
品
が
商

品
化
さ
れ
、
町
の
特
産
品
と
し
て
好
評

を
博
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
地
場
産
品
が
役
場
玄
関

に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。町
外
へ
の
お

土
産
な
ど
に
は
、
ぜ
ひ
町
の
特
産
品
を

お
願
い
し
ま
す
。

1112

商工観光係
農業振興係
農業委員会事務局
畜産振興係
農林整備係

保存版！
役場の仕事

元
気
の
杜

総
合
文
化
施
設 

（
文
化
会
館
・
図
書
館
）

文
化
会
館（
文
化
係
）か
ら

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
毎
週
水
曜
日（
た
だ
し
、

第
３
水
曜
日
を
除
く
）「
小
さ
な
音
楽
会
」に
よ

る
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。無
料
で
生
の
演
奏
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
発
表
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
、

ホ
ー
ル
で
の
催
し
が
な
い
日
に
限
り
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
で
は
誰
で
も
楽
器
の
演
奏
や
芸
術
の

展
示
な
ど
が
で
き
ま
す
。お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

図
書
館（
図
書
館
係
）か
ら

貸
し
出
し
中
の
本
は
、
予
約
で
き
ま
す
。ま

た
、
本
館
に
な
い
資
料
で
も
、
ほ
か
の
図
書
館

か
ら
借
り
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。見

た
い
、
読
み
た
い
資
料
が
な
い
場
合
は
お
気
軽

に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

役場庁舎

健康管理センター

三股町中央公民館

総合文化施設

総合福祉センター
元気の杜

施設案内図

三股中学校

文化会館

図書館

体育館

武道
体育館

都城北
郷線

多目的広場 都城東環状線

五
本
松
児
童
公
園

勤労者
体育センター

文
化
会
館
／
☎
51
︱
３
４
６
２

図
書
館
／
☎
51
︱
３
２
０
０

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
／
☎
52
︱
８
１
０
１

社
会
福
祉
協
議
会
／
☎
52
︱
１
２
４
６

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
／
☎
52
︱
６
９
１
９

☎
52
︱
８
４
８
１

係
か
ら
の
ひ
と
く
ち
メ
モ

係
か
ら
の
ひ
と
く
ち
メ
モ
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Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8

TEL.51-3200 FAX.51-3751

交通事故は
もうたくさん

わ
た
し
は
、前
途
あ
る
高
校
２
年
生
の
尊

い
命
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
日
は
、
前
日
、
会
社
の
業
務
を
終
了

後
、部
下
と
仕
事
の
こ
と
な
ど
を
話
し
な
が

ら
酒
を
飲
み
、そ
の
後
部
下
と
別
れ
自
分
の

車
に
戻
り
、車
の
中
で
約
２
時
間
程
度
仮
眠

を
し
た
後
、
酔
い
も
さ
め
て
き
た
の
で
、
自

分
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
大
丈
夫
だ
ろ

う
と
、車
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し

た
。し

ば
ら
く
走
っ
て
い
く
と
、酒
の
影
響
と

会
社
で
の
試
験
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
た

め
、い
つ
も
左
折
す
る
信
号
を
直
進
し
て
し

ま
い
、
気
が
付
い
た
時
に
は
、
そ
れ
ま
で
一

度
も
通
っ
た
こ
と
の
な
い
道
路
を
走
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、元
の
道
路
へ
戻
ろ
う
と
あ
せ

り
、
ま
た
、
夜
中
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
対

向
車
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
に
、
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、カ
ー
ブ
に
差
し
か
か
っ
た
と
こ

ろ
、前
方
が
急
に
明
る
く
な
っ
た
時
に
は
既

に
遅
く
、急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
も
間
に
合

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

わ
た
し
の
車
は
、セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
は

み
出
し
て
、対
向
車
の
50
㏄
の
バ
イ
ク
と
正

面
衝
突
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
あ
わ
て
て
被
害
者
の
所
へ
行

き
、抱
き
か
か
え
て
み
ま
し
た
が
ほ
と
ん
ど
意

識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
場
で
救
急
車
が
く
る
の
を
待
ち
な
が

ら
、な
ん
と
か
生
き
て
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
し
た
。し
か
し
、
警
察
の
人
と
現
場
検
証

を
し
て
い
る
途
中
で
被
害
者
が
亡
く
な
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
逮
捕
さ
れ
て
警
察

署
へ
連
行
さ
れ
、
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
、一
睡
も
し
な
い
で
被
害
者
や
ご
家

族
の
方
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
わ
た
し
は
48
時
間
で
釈
放
さ
れ
、

被
害
者
の
家
へ
謝
り
に
行
き
、
お
通
夜
、
葬
儀

に
参
列
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
被
害
者
宅
へ
謝
り
に
行
く
日
々

が
し
ば
ら
く
続
き
、現
在
懲
役
１
年
２
カ
月
を

言
い
渡
さ
れ
、受
刑
生
活
を
こ
の
刑
務
所
で
過

ご
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、こ
の
事
故
で
会
社
を
解
雇
さ
れ

た
り
、
刑
務
所
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
り
し

て
、
本
当
に
自
分
の
心
の
中
に
あ
っ
た
「
少
し

ぐ
ら
い
な
ら
」
や
「
自
分
だ
け
は
」
と
い
う
甘

い
考
え
方
に
対
し
て
、深
く
反
省
す
る
と
と
も

に
後
悔
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、今
後
わ
た
し
の
せ
い
で
亡
く
な

ら
れ
た
被
害
者
の
方
の
供
養
を
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｔ
・
Ｈ　

34
歳　

会
社
員

甘
す
ぎ
た
自
分

シャル・ヤナ

※贖いとは、罪を償うという意味。
ここに掲載してある手記は、交通事故を引き
起こして刑務所で罪の償いをしている人たち
の懺

ざ ん げ

悔の記録です。
一瞬の過ちによって、家族、恋人、友人な
ど親しき人々から隔絶され、自ら犯した罪を
反省している様子が文脈の端端から伝わっ
てきます。
このような悲惨な事故を引き起こさないよう、
心の戒めにしていただきたいと思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕

そ
し
て
、
自
分
の
生
活
態
度
を
反
省
し
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
あ
や
ま
ち
を
引
き
起

こ
さ
な
い
責
任
感
の
あ
る
人
聞
に
な
る
こ

と
に
よ
り
、迷
惑
を
掛
け
た
家
族
に
対
す
る

恩
返
し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2

TEL.51-3462 FAX.51-3561

Culture

国
立
音
楽
大
学
管
楽
器
専
攻
出
身
演
奏
家

た
ち
に
よ
る
一
夜
限
り
の
夢
の
饗
宴
！

【
ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ス
３
号
館
】

６
月
30
日
に
、
日
本
音
楽
界
の
第
一
線
で

活
躍
し
て
い
る
国
立
音
楽
大
学
管
楽
器
専
攻

出
身
演
奏
家
に
よ
る﹁
ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ス
３

号
館
﹂が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。出
演
者
総
勢
13

人
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
本
町
出
身
の
大

保
麗
香
さ
ん
や
、
２
０
０
７
年
度
全
日
本
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲
２
番
の
作
曲
者
、

栗
栖
健
一
さ
ん
も
来
館
し
、
繊
細
か
つ
力
強

い
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。来
場
し
た
観
客

も
ホ
ー
ル
に
響
き
渡
る
優
雅
な
音
色
に
酔
い

し
れ
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ス
３
号
館
と
い
う
コ

ン
サ
ー
ト
名
か
と
い
う
と
、
国
立
音
楽
大
学

管
打
楽
器
研
究
室
が﹁
３
号
館
﹂と
い
う
校
舎

に
あ
り
、
管
打
楽
器
専
攻
者
は
学
内
の
学
生

か
ら
通
称
”３
号
館
の
人
間
”
と
呼
ば
れ
て

い
る
か
ら
と
の
こ
と
。ゆ
か
い
な
人
が
多
い

の
が
特
徴
だ
そ
う
で
す
。

子
ど
も
さ
ん
と
、
お
孫
さ
ん
と
、
友
だ
ち

と
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

…【
お
ひ
さ
ま
劇
場
】

７
月
10
日
に
人
形
劇﹁
お
ひ
さ
ま
劇
場
﹂を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
人
形
劇
は
、﹁
み
や
こ
の
じ
ょ
う
子
ど

も
劇
場
﹂
の
ス
タ
ッ
フ
の
”幼
児
期
か
ら
で
も

生
の
舞
台
に
触
れ
る
経
験
を
与
え
た
い
”
と

い
う
思
い
を
も
と
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
は
、
来
年
で
結
成
60
年
を
迎
え
る
人

形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
を
迎
え
て
、昼
の
部
、夜
の

部
と
２
回
上
演
し
ま
し
た
。

昼
の
部
、
夜
の
部
共
に
１
２
０
人
限
定
の

チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
行
っ
た
の
に
対
し
、
前
売

り
で
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は﹁
絵
姿
に
ょ
う
ぼ
う
﹂
と﹁
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
は
だ
れ
の
も
の
﹂の
２
作
品
が
演
じ
ら

れ
、
ど
ち
ら
の
作
品
も
子
ど
も
た
ち
は
真
剣

に
見
入
っ
た
り
、笑
い
声
を
あ
げ
た
り
と
、終

始
と
て
も
楽
し
そ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

本
が
泣
い
て
い
ま
す
…

６
月
20
日
か
ら
29
日
ま
で
、
年
一
回
の
蔵

書
点
検
を
行
い
ま
し
た
。図
書
館
内
の
資
料

約
10
万
点
の
す
べ
て
を
点
検
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
年
も
多
数
の
本
が
行
方
不

明
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。特
に
水
彩
画
、水
墨

画
に
関
す
る
本
や
パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
本
が

ま
と
め
て
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
目
立
ち
ま

し
た
。
も
し
返
し
忘
れ
の
本
が
あ
り
ま
し
た

ら
早
急
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

本
に
は
町
立
図
書
館
の
ス
タ
ン
プ
と
バ
ー

コ
ー
ド
が
付
い
て
い
ま
す
。館
外
に
持
ち
出

す
と
き
は
必
ず
カ
ウ
ン
タ
ー
で
貸
し
出
し
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
過
去
１
年
間
の
所
在
不
明
資
料
数

◯
一
般
書
…
２
０
１
冊  

◯
児
童
書
…
12
冊

◯
雑　

誌
…
…
…
２
冊   

◯
Ｃ
Ｄ
…
…
１
枚

所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
本
の
リ
ス
ト
を

館
内
に
張
り
出
し
て
い
ま
す
。合
わ
せ
て
、汚

損・破
損
本
の
展
示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ペ
ー
ジ
の
切
り
取
り
や
、
水
な
ど
に
ぬ
れ

て
紙
が
よ
れ
て
し
ま
っ
た
本
、
傷
の
入
っ
た

Ｃ
Ｄ
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。図
書
館
の

本
は
多
く
の
人
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
購
入

し
て
い
ま
す
。大
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

夏
休
み
中
は
、館
内
で
学
習
す
る
児
童
、生

徒
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る

よ
う
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

07
年
７
月
７
日
七
夕
の
お
は
な
し
会

７
月
７
日
、お
は
な
し
会
を
開
き
、大
型
絵

本
や
七
夕
の
絵
本
を
読
み
ま
し
た
。

ま
た
、当
日
は
七
夕
飾
り
も
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
短
冊
に
願
い
ご
と
を
書
い

て
も
ら
い
、笹
の
葉
に
飾
り
付
け
ま
し
た
。

次
の
お
は
な
し
会
は
、８
月
26
日（
日
）午

後
３
時
か
ら
で
す
。

■
休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

＝
毎
週
月
曜
日（
こ
の
日
が
祝
日
の
時
は
そ

の
翌
日
）･

祝
日･

毎
月
第
３
水
曜
日（
＝
館
内

整
理
日
）･

館
内
資
料
一
斉
点
検（
＝
年
１
回

15
日
以
内
）

一夜限りの夢の饗宴に場内はうっとり（６月30日、スーパーブラス３号館）

子どもたちにも「生」の演劇に触れる機会を！（７月10日、おひさま劇場）

三
股
町
で
２
年
間
、
国
際
交
流
員
と
し

て
三
股
町
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の

た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
き
ま
し

た
。始
め
の
こ
ろ
は
学
校
で
教
え
る
こ
と

が
多
か
っ
た
で
す
が
、イ
ベ
ン
ト（
子
ど
も

世
界
祭
り
）を
作
り
、バ
レ
エ
と
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
の
教
室
を
開
き
、
海
外
派
遣
事
業
の

引
率
者
に
な
り
、
全
国
フ
ラ
ン
ス
人
の
Ｊ

Ｅ
Ｔ
・
都
城
Ｊ
Ｅ
Ｔ
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る

な
ど
、仕
事
を
し
て
い
く
に
伴
い
、そ
の
責

任
も
増
え
ま
し
た
。8
月
か
ら
は
３
年
目

に
な
り
ま
す
。３
年
目
の
企
画
は
、昼
と
夜

の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
や
フ
ラ
ン
ス
語
講

座
（
９
月
か
ら
）、
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
と
映

画
教
室
、そ
し
て
、も
っ
と
ワ
イ
ン
と
料
理

の
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
た
い
で
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
毎
月
の
広
報
み
ま
た
と

回
覧
を
ご
覧
く

だ
さ
い
！

七夕飾りを見ながらのおはなし会（７月７日）

破損した図書館資料。大切に利用しましょう！

交
通
事
故（
人
身
）発
生
ワ
ー
ス
ト
◎
県
内
14
位
／
平
成
19
年
６
月
30
日
現
在
（
31
市
町
村
中
）※
ワ
ー
ス
ト
…
悪
い
方
か
ら
の
順
位

※
市
町
村
数
は
、平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
の
市
町
村
数
と
な
り
ま
す（
県
警
統
計
に
よ
る
）。

三股町での２年間と
これからの仕事
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三
股
町
ス
ポ
ー
ツ
祭

    
６
９
９
人
が
熱
戦
！

７
月
１
日
、町
と
町
体
育
協
会（
蓬

原
正
嗣
会
長
）
主
催
の「
三
股
町
ス

ポ
ー
ツ
祭
」が
、旭
ヶ
丘
運
動
公
園
を

主
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
開
か
れ
る
も
の
で
、

広
く
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
健
康
増
進

と
体
力
の
向
上
、
自
治
公
民
館
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
主
な
目
的

で
す
。

こ
の
日
は
、
自
治
公
民
館
対
抗
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
弓
道
な
ど
７
種
目

が
行
わ
れ
、
６
９
９
人
が
競
技
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

優
勝
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

【
ソ�

フ
ト
ボ
ー
ル
】男
子(

パ
ー
ト
別)

／
蓼
池
・
櫟
田
・
上
米
・
中
原
・
餅

原

【
バ�

レ
ー
ボ
ー
ル
】女
子
／
６
地
区

【
ソ�

フ
ト
テ
ニ
ス
】男
子
／
長
友
想
・

鈴
木
竜
士
組
、女
子
／
久
保
葵
・

上
野
結
衣
組　

【
四
半
的
弓
道
】／
草
留
リ
ツ

【
バ�

ド
ミ
ン
ト
ン
】男
子
ダ
ブ
ル
ス
／

磯
野
玲
・
田
原
伸
二
組
、女
子
ダ

ブ
ル
ス
／
長
崎
千
鶴・上
石
泉
組
、

男
子
ダ
ブ
ル
ス
ジ
ュ
ニ
ア
／
田

原
翔
太
朗
・
遠
山
陽
色
組
、男
子

シ
ン
グ
ル
ス
／
深
見
一
智
、女
子

シ
ン
グ
ル
ス
／
長
崎
瑞
穂
、男
子

シ
ン
グ
ル
ス
ジ
ュ
ニ
ア
／
田
原

翔
太
朗
、女
子
シ
ン
グ
ル
ス
ジ
ュ

ニ
ア
／
遠
山
き
よ
ら

【
弓�

道
】男
子
／
吉
野
利
行
、女
子
／

鳥
越
知
穂

【
陸�

上
】１
０
０
㍍
小
学
２
年
生
男
子

／
桑
畑
天
、同
５
年
生
男
子
／
黒

木
壮
一
郎
、同
６
年
生
男
子
／
大

村
友
哉
、８
０
０
㍍
高
学
年
男
子

／
黒
木
壮
一
郎（
５
年
）・大
村
友

哉（
６
年
）、８
０
０
㍍
中
学
生
男

子
／
野
口
和
真
、１
５
０
０
㍍
同

男
子
／
大
重
陽
、３
０
０
０
㍍
同

男
子
／
新
地
司
、３
０
０
０
㍍
高

校
・
一
般
男
子
／
馬
場
政
賢
、１

０
０
㍍
小
学
２
年
生
女
子
／
中

村
優
希
、同
３
年
生
女
子
／
中
前

日
菜
子
、同
４
・
５
年
生
女
子
／

長
友
郁
、８
０
０
㍍
中
学
生
女
子

／
福
元
美
穂
、１
５
０
０
㍍
中
学

生
女
子
／
松
山
沙
雪
、３
０
０
０

㍍
高
校・一
般
女
子
／
尾
崎
英
子
、

４
０
０
㍍
小
学
低
学
年
／
中
村

優
希（
２
年
）・中
前
日
菜
子（
３

年
）、
８
０
０
㍍
同
高
学
年
女
子

／
長
友
郁（
４
年
）・
福
永
彩
夏

（
６
年
）

「
ご
み
を
拾
っ
て
さ
っ
ぱ
り
し
た
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
ご
み
は
ち
ゃ
ん
と
ご
み
箱
に

捨
て
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
み
ま
た
参
加
者

東 

彩
香
ち
ゃ
ん
（
上
・
勝
岡
小
２
年
）

　

 

佑
莉
ち
ゃ
ん
（
下
・
勝
岡
小
１
年
）

町
は
、７
月
８
日
、町
内
一
斉
の

環
境
美
化
活
動「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
み
ま
た
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

個
人
参
加
者
を
は
じ
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
や
民
主
団
体
の
ほ

か
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
参
加

し
た
今
回
の
参
加
者
は
、
約
１
１

０
０
人
。毎
年
参
加
人
数
が
増
え

続
け
、
町
民
の
環
境
美
化
に
対
す

る
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

三
股
橋
下
河
川
敷
か
ら
沖
水
川

の
上
流
域
と
下
流
域
に
分
か
れ
て

の
ご
み
拾
い
や
、上
米
公
園
、餅
原

駅
、
県
道
33
号
線
沿
道
な
ど
各
地

域
住
民
に
よ
る
清
掃
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
ご
み
は
、
空
き
缶

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ほ
か
、
自
転

車
や
自
動
車
の
廃
タ
イ
ヤ
な
ど
、

ま
ち
を
き
れ
い
に
！

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
み
ま
た

７
月
５
日
、「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」の
一
環
と
し
て
、三
股
中

学
校
で
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。本

運
動
は
今
年
で
57
回
目
。犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

講
師
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
坂
井
淳
子
さ
ん
。「
言
葉
の
力
を

信
じ
よ
う
」と
題
し
て
、言
葉
の
大

切
さ
、
言
葉
に
秘
め
ら
れ
た
力
の

使
い
方
を
訴
え
ま
し
た
。

坂
井
さ
ん
は「
相
手
の
名
前
を

言
っ
て
あ
い
さ
つ
し
た
り
、
立
ち

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」 
中
学
校
で
講
演
会
と
座
談
会

「
講
演
を
聴
い
て
、
あ
い
さ
つ
な
ど
、
日
ご
ろ

す
る
こ
と
が
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て

自
分
の
た
め
に
な
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
」

約
１
５
５
０
㌔
。参
加
者
ら
は
、ご

み
の
量
の
多
さ
に
驚
い
た
様
子
で

し
た
。

ま
た
、
町
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
今
市
）周
辺
で
は
、建
設
業
協
会

会
員
の
草
刈
り
も
行
わ
れ
、
参
加

者
ら
は
美
し
く
な
っ
た
水
辺
に
満

足
し
た
表
情
を
見
せ
ま
し
た
。

一
方
、
７
月
１
日
、
中
野
地
区

（
梶
山
４
支
部
・
28
戸
・
小
牧
圏
治

支
部
長
）で
は
、同
地
区
沿
道
の
草

刈
り
な
ど
環
境
美
化
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら

始
ま
っ
た
の
か
は
地
区
の
古
老
も

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
古
く

は「
み
っ
つ
く
い
」（
道
造
り
）
と

呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
、
道
路
が

砂
利
道
だ
っ
た
時
代
に
道
が
決
壊

し
た
場
所
を
住
民
総
出
で
直
し
て

い
た
と
い
い
ま
す
。今
で
は
、道
路

が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
な
っ
た
た
め
、

次
第
に
環
境
美
化
活
動
に
変
わ
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

小
牧
支
部
長
は「
だ
ん
だ
ん
高

齢
者
が
多
く
な
り
、
高
い
土
手
な

ど
の
草
刈
り
は
難
し
く
な
っ
て
き

た
が
、今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
活
動
は
年
に
３
回

行
っ
て
い
て
、
平
成
５
年
に
町
表

彰
、
同
６
年
に
は
県
知
事
表
彰
を

受
け
て
い
ま
す
。

ど
ま
っ
て
あ
い
さ

つ
し
た
り
と『
お

は
よ
う
』
一
つ
に

し
て
も
力
が
必
要
。

し
か
し
、
相
手
の

目
を
見
て
話
す
と
、

気
持
ち
が
伝
わ
り

自
分
も
元
気
に
な

る
し
、
相
手
も
元

気
に
な
る
」
な
ど
と
話
す
と
、
生

徒
た
ち
は
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
会
の
後
は
、
同
中

生
徒
会
と
都
城
地
区
保
護
司
会
三

股
支
部
の
保
護
司
、
町
更
生
保
護

女
性
会
会
員
と
の
座
談
会
を
開
催
。

犯
罪
や
非
行
を
犯
し
た
人
た
ち
が

社
会
生
活
を
健
全
に
送
り
、
立
ち

直
れ
る
よ
う
に
指
導
、
援
助
す
る

こ
と
を
中
心
と
し
た
制
度
で
あ

る「
更
生
保
護
制
度
」
や
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
保
護
司
、
更

生
保
護
女
性
会
会
員
の
仕
事
内
容

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

保
護
司
ら
の
話
を
聴
い
た
生
徒

会
役
員
は「
い
じ
め
の
な
い
明
る

い
学
校
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

生
徒
会
副
会
長

土
屋 

尚
人
さ
ん

（
中
３
）

住民総出の中野地区清掃（７月１日）
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三股町職員採用試験を行います。希望
する人は次の要領でお申し込みください。
■職種、採用予定人員＝
　土木（B）、若干名
■受験資格＝
昭和54年４月２日から平成２年４月
１日までに生まれた人
※学歴は問いません。
■一次試験日時＝10月14日（日）
　午前７時30分受付開始
※�二次試験日時は、一次試験合格者に別
途お知らせします。
■試験会場＝三股町役場
■試験方法＝
　高等学校卒業程度の試験を実施
　一次試験／
　教養試験　�一般知識・知能試験　　　

（択一式）
　専門試験　�数学・物理・情報技術基礎・

土木基礎力学（構造力学、
水理学、土質力学）・土木構
造設計・測量・社会基礎工
学・土木施工　　　　　
（択一式）

二次試験／
　人物試験　面接試験・適性検査
　健康診断　健康度の測定（自己負担）
■申し込み用紙＝
　配布場所／総務企画課　職員係
　　　　　　（役場２階⑧番窓口）

　郵送による請求／
　請求先：三股町役場総務企画課職員係
　　〒885-1995　三股町五本松１−１
※�封筒の表に赤字で『受験申込書請求』と
書き、140円切手を貼った返信用封筒
（あて先明記、A4判用紙が入る大きさ）
を必ず同封してください。
※�郵送でのやりとりにかかる日数を十分
考慮してください。
※�必ず郵便局の窓口で『簡易書留郵便』に
してください。その際、郵便局窓口で
交付される『書留郵便受領証』は、受験
票が到着するまで保管していてくだ
さい。
■申込受付期間＝
　�８月24日（金）〜９月18日（火）（ただし、
土、日、祝祭日を除く）
※�期間中の受付時間は、午前８時30分〜
午後５時までです。
※郵送の場合は当日消印有効です。
■受験票の交付＝申込書を受理した場
合は受験票を交付します。10月1日
（月）までに受験票が届かない場合は、
問い合わせ先まで連絡してください。
■問い合わせ
　総務課企画課　職員係
　☎52−1111（内線222）

　毎年、多くの子どもたちでにぎわって
いる河川プールですが、平成17年の台風
により損壊した河川設備の復旧のめどが

立っていません。そのため、安全性が確保
できないことから、今年も河川プールの
運営を中止します。
心待ちにしていた人には大変申し訳あ
りませんが、ご理解をお願いします｡
なお、翌年度以降については未定と
なっています｡このような状態ですので、
川で泳いだり遊んだりしないでください。
■問い合わせ
　教育課　生涯学習係
　☎52−1111（内線435）　

◎障害認定申請について
65歳以上原則70歳未満の人で一定の
障害がある人（身体障害者手帳の１級〜
３級に該当する人など）は、申請して認定
されると老人医療制度を受けることがで
きます。
該当者は医療機関にかかると窓口での
一部負担金（通常３割）が所得の基準に応
じて原則１割になります。詳しくは国保
年金係（③番窓口）までお問い合わせくだ
さい。
老人医療受給者証には、一部負担金の
割合が記されています。診療を受ける際
には必ず保険証、老人医療受給者証、健康
手帳を病院の窓口で提示しましょう。

◎�老人医療の限度額適用・
　標準負担額減額認定証の
　申請と更新について
老人医療受給者で、現在持っている【限

■お知らせ
度額適用・標準負担額減額認定証（以下、
《老人の減額認定証》という）】は、世帯の
所得状況見直しに伴い、８月１日以降は
使用できません。
新しい減額認定証（有効期限が平成20
年３月31日のもの）が必要な人は、国保
年金係（③番窓口）で申請手続きをしてく
ださい。また、現在持っていない人でも、
当てはまる場合は申請手続きを行ってく
ださい。
■申請に必要なもの＝
　老人医療受給者証 ・保険証・印かん
■注意事項＝
※�老人の減額認定証の適用は、申請の
あった日の属する月の初日からとな
ります。
※�老人の減額認定証は、平成19年度町県
民税（住民税）非課税世帯に限り交付
されます。
※�老人の減額認定証が必要になるのは、
医療機関へ入院する場合だけです（外
来は必要ありません）。
■問い合わせ
　町民保健課　国保年金係
　☎52−1111（内線116・118）

８月は「道路ふれあい月間」
８月10日は「道の日」
８月は「道路ふれあい月間」です。あらた
めて道路とふれあい、道路の役割と重要
性を再認識していただくための運動です。
道路は広く常に美しくありたいもので
す。皆さまのご協力をお願いします。
また、国土交通省では８月10日を「道
の日」に指定し、「道」の意義や重要性に
ついての関心や道路愛護の精神を高めて
いただく運動も行っています。
わたしたちの生活を支えて欠くことの
できない「道路」の役割について、もう一
度考えてみませんか？
※�道路にペットボトルや空き缶、チリな
どを捨てることは絶対にやめましょ
う。大きな交通事故につながる恐れが
あります。
※�庭木の枝や生垣などが道路に張り出し
ていると、道幅が狭くなり道路利用者

に迷惑を掛けることになります。
　�道路敷地内にはみ出さないように定期
的にせん定をお願いします。
※�道路や側溝へ雑草を捨てることはやめ
ましょう。舗装が傷んだり雨水があふ
れたりする原因となります。
　�また道路路肩にはびこる雑草の草刈り、
処理には沿道利用者の協力が必要で
す。住まいの沿道、農地や林地沿道の
雑草草刈りなど皆さんの協力をお願
いします。
道路は、すべての住民が利用し、少なか
らず恩恵を受けているものです。道路美
化に努めましょう。
■問い合わせ
　都市整備課　都市整備係
　☎52−1111（内線252）

平成20年１月５日（土）実施予定の成
人式で、企画・運営を手伝っていただける
実行委員を募集しています。
自分たちの手で心に残る成人式を企画
してみませんか。
性別は問いません。やる気のある新成
人の応募をお待ちしています。
■募集人数＝10人程度
■仕事内容＝９月から夜間に数回集ま
り、成人式の企画・運営に関すること
を協議します。
■募集締切＝８月31日（金）
■問い合わせ
　教育課　生涯学習係
　☎52−1111（ 内線435）

70歳未満の国民健康保険加入者で、現
在持っている【国民健康保険限度額適用
認定証（以下《限度額認定証》という）】は
世帯の所得状況の見直しに伴い、８月１
日以降は使用できません。新しい限度額

認定証（有効期限が平成20年７月31日の
もの）が必要な人は、国保年金係（③番窓
口）で世帯主が申請手続きをしてください。
また、限度額認定証の発行は随時行っ
ています。入院に係る窓口負担の軽減と
なりますので、現在、限度額認定証を持っ
ていない人も入院する際は、申請を行っ
て制度をご利用ください。
平成19年度町県民税（住民税）非課税
世帯の人は、入院時の食事代も合わせて
限度額までとなる【国民健康保険限度額
適用・標準負担額減額認定証】の交付申請
をしてください。
■申請に必要なもの＝
　国民健康保険被保険者証・印かん
■注意事項＝
※�限度額認定証の適用は、申請のあった
日の属する月の初日からとなります。
また、保険税滞納世帯には交付できま
せん。
※�古い限度額認定証は国保年金係窓口へ
返すか、各自の責任において処分して
ください。
■問い合わせ
　町民保健課　国保年金係
　☎52−1111（内線112）

　三股町社会福祉協議会では、忌明寄付
を次のとおりいただきました。
　故人のご冥福をお祈りいたしますとと
もに、社会福祉発展のために有意義に利
用させていただきます。
　誠にありがとうございました。

三股町社会福祉協議会
  平成19月６月１日から30日まで

●問い合わせ：三股町役場　TEL52-1111㈹　FAX52-4944

愛のご寄付

平成19年度三股町
職員採用試験

今年も河川プールの
運営を中止します

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

ご注意ください！！
社会保険庁職員を装い、現金自動預け払い機（ATM）を操作させ、振り込みを行わせる、
いわゆる「振り込め詐欺」の被害が発生しています。

<被害内容> 
社会保険庁の職員と名乗り、「年金の差額請求の手続きについ
て１月末に提出がなかった。年金の差額を払うので、年金を受
け取っている銀行のATMのあるデパートかコンビニエンスス
トアに30分以内に出向き、ATMの前から電話してほしい」と
いう電話が自宅にあった。その後、自宅からコンビニエンスス
トアに出向き、指定された電話番号に電話したところ、「社会保
険庁の職員」と名乗り、ATMの操作を指示し、自分の口座から
気付かない間に指示された口座に振り込みをさせられた。

【ひとこと助言】
社会保険事務所などが還付金などを支払う場合に、職員が直

接電話で連絡してご本人からコンビニエンスストアなどに出向か
せ、ATMを操作するようにお願いすることはありません。このよ
うな不審な電話がきたときは、電話をいったん切って、社会保険
事務所に確認しましょう。　

■問い合わせ
　総務企画課　行政係　☎52−1111（内線234）

成人式運営実行委員会
委員募集！

老人医療からのお知らせ

国民健康保険限度額適用
認定証（入院時の療養などにか
かる窓口支払額が自己負担限度額
までとなる黄色いカード）など
の申請と更新について

道路愛護

野田勝弘 母 千枝子 87 上　米 ３万円

出水信子 夫 義男 72 谷 ５万円     

木村つや子 夫 秀人 72 前　目 ３万円

田中智
ち

圖
ず

子
こ

夫 末義 78 梶　山 ３万円 

中野カツ子 夫 春美 70 梶　山 ５万円 

大脇国幸 母 幸
さち

子
こ

81 勝　岡 ３万円

桑畑トシ子 夫 利治 89 山王原 10万円   

松野秋雄 母 ハルエ 93 寺　柱 ３万円 

榎田誠 父 秀孝 91 梶　山 ３万円

中野一
かず

三
み

母 モトエ 88 大鷺巣 ３万円
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481

●赤ちゃん健診
■期日＝９月７日（金）
■受付＝午後１時15分〜１時45分

●もぐもぐ (離乳食) 教室
■期日＝８月24日（金）
■時間＝午前９時30分〜正午
■持ってくるもの＝母子手帳、バスタオル、おんぶひも

　　　　　　　　　　エプロン、三角きん　 　※託児あり
●予防接種【ポリオ】

■期日＝９月10日(月) 、10月23日（火）、11月27日（火）
■受付＝午後１時〜２時
■受けられる年齢＝生後３か月〜90か月未満
■受けるのが望ましい年齢＝生後３か月〜18か月
■持ってくるもの＝母子手帳、印かん

※ほかの予防接種との間隔は４週間以上あけてください。
子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　 ☎52-8101

●にこにこ教室
■期日＝８月16日（木）
■時間＝午前10時〜11時
■内容＝〈いもん子クラブ〉

●親子ふれあいコンサート（小さな音楽会）
■期日＝8月28日（火）　
■時間＝午前10時〜11時
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●親子教室
■期日＝９月４日（火）　
■時間＝午前10時〜11時
■内容＝楽しくストレッチ　※タオル持参です。

　　タオルを使ってエンジョイ、ついでに汗もふきふき
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室　　　　

平成19年度ひとり親世帯生活実態調査の
実施について
●児童福祉係（内線167）

宮崎県では、母子家庭・父子家庭の皆さんを対象としたアン
ケート調査を実施しています｡この調査は、県内の母子・父子世帯
の皆さんが現在どんなことで困っているか、また、どのようなこ
とを希望しているかなどを知り、今後の皆さんの福祉の向上に役
立てることを目的としています｡

なお、調査結果をほかの目的に使用することは決してありません｡
対象となった人には、８月末ごろに調査票をご自宅あてに郵送

いたしますので、ぜひご協力くださいますよう、お願いします｡
■問い合わせ＝宮崎県児童家庭課
　　　　　　　 ☎0985−26−7056

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481

●リズムウォーキング
■期日＝８月20日(月)
■時間＝午前11時〜正午

※�ストレッチや「歩く」動作を中心とした運動を１時間程度行い
ます。

●８月は「食品衛生月間」です
夏場は食中毒が多発する時期です。
食中毒は、細菌やウイルス、化学物質に汚染された飲食物や、ふ

ぐやキノコなどの有毒物を飲食することによっておこります。食
中毒というとレストランや旅館などの飲食店での食事が原因と
思われがちですが、毎日食べている家庭の食事でも発生する可
能性があります。

食中毒予防の三原則は、細菌を「つけない・増やさない・やっつ
ける」です。食中毒は予防法を実施することで防ぐことができま
す。家庭でも以下のようなことに注意して食中毒から家族を守り
ましょう。
①調理前、食事前、用便後は手を良く洗いましょう。
②台所は整理整頓し、常に清潔にしておきましょう。
③�まな板、ふきんなどの調理器具は、よく水で洗って乾燥させて

おきましょう。
④ハエ、ゴキブリなどの害虫は、定期的に駆除しましょう。
⑤魚介類などは、水でよく洗って調理しましょう。
⑥調理したものは時間を置かずに早く食べましょう。
⑦食べる前によく火を通しましょう。
⑧生鮮食品は、できるだけ早く調理しましょう。
⑨食品は、冷蔵庫で10℃以下に保管しましょう。
⑩冷蔵庫内の清掃を定期的にしましょう。
　嘔吐、下痢、腹痛、発熱などの症状があらわれたら食中毒の可
能性があるので、自己判断で薬を服用したりせず、医師の診察を

受けましょう。その時は、①いつごろから②どんな症状が出始め
たか③何を食べたかを説明しましょう。
点字図書館・サマースクール2007年参加者募集
の案内について
●社会福祉係（内線165）

　都城市点字図書館では、小中学生向けに視聴覚障害者福祉の
啓発行事を下記のとおり開催します。参加を希望する人は、都城
市点字図書館へ申し込みをしてください。

■日時＝８月26日（日）　午前10時〜午後３時
■場所＝都城市総合社会福祉センター
■対象者＝小中学生　30人　

　※申込先着順（親子参加も可）
■内容＝①点訳・音訳体験

　　　　　②盲導犬について
　　　　　③講話：�阪神淡路大震災での被災者の体験を通して、

障害者の立場での災害について
　　　　　　講師：被災体験をされた視覚障害者

■受講料＝無料
■申込締切＝８月20日（月）
■注意事項＝昼食、飲み物は各自でお持ちください。
■問い合わせ＝都城市点字図書館　

　　　　　　　　☎26−1948

敬老祝金について
●介護高齢者係（内線162）

　８月下旬から９月初旬にかけて以下の年齢到達者に敬老祝い
金が支給されます。

　対象年齢については平成18年９月16日から今年９月15日まで
の期間の満年齢となります。詳しくは介護高齢者係までご連絡く
ださい。
介護２級（ヘルパー２級）講習受講者募集のお知らせ
　60歳代前半層の人に雇用・就業機会の確保を促進することを
目的とした講習です。

■講習期間＝９月10日〜10月24日
■�場所＝学校法人都城コア学園都城コンピュータ・福祉専門

学校
■�応募資格＝県内在住の健康な高齢者で就職意欲のある60歳

代前半層の人（55歳〜59 、65歳〜67歳の人は相談に応じま
す）

■定員＝20人
■申込期間＝８月６日〜８月27日
■申し込み・問い合わせ＝（社）都城シルバー人材センター

　　　　　　　　　　　　　 ☎25−1000
地域包括支援センターからのお知らせ
●地域包括支援センター　☎52−8634

●冷房との付き合い方
日本の夏は温度だけでなく湿度も高いので、大変過ごしにく

いといわれています。皆さんはどのように暑さをしのいでいます
か？夏を上手に乗り切るために、今回は冷房と上手に付き合う方
法をご紹介します。
冷房病とは？

冷房病は、冷房によって体の温度が急激に下がり全身的な血
行不良を引き起こすことをいいます。

肩こりや手足のしびれ、頭痛だけでなく、微熱が続くといった
症状も、冷房病によるものである可能性があります。高齢者は暑
さ寒さを感じにくくなっていますので、知らないうちに症状が出
たりすることもあります。
主な原因としては次のことが考えられています。 
①冷房を直接肌に当てる

冷房の冷たい風に直接あたると頭痛・肩こり・風邪を引き起こ
しやすくなります。また腰痛・神経痛・膀胱（ぼうこう）炎・下痢・
腹痛・坐骨（ざこつ）神経痛・こむらがえり・足のだるさ・不眠症
などを引き起こしやすくなります。

②冷房の効きすぎ、温度差の激しい場所への出入り
人間が急激な温度変化に対応できるのは、±５℃以内です。そ
れ以上だと温度変化に対応できなくなります。 特に温度差の
激しい場所への出入りは、自律神経失調を引き起こすこともあ
るといわれています。

では次に、冷房病を防ぐための対策をご紹介しましょう。
①冷気を直接肌にかけない

冷房の風が直接身体にあたったり、室温が低くなったりすると
関節痛が起こることがあります。長袖・長ズボン、靴下などで身
体に直接冷風が当たらないようにしてください。湿度の高い日
本の夏では、除湿（ドライ）にするだけでも、不快感はかなり和
らぎます。冷房の場合、27〜28℃の室温にするのが最適だとい
われています。

②入浴で血行を良くする
暑くなると、シャワーで済ませていませんか？
シャワーでは体の汗や汚れは落とせても、体を温めることは
できません。 お湯につかることによって、冷房中の滞った血
行を回復させることができます。ぬるめのお湯にゆっくり入り、
マッサージを行うなどをして、血行をよくすると良いでしょう。

③温かいものを食べる
暑さで食欲がなく、そうめんなど冷たいものばかりを食べてい
ませんか？冷えた体を内から温めることも、冷房病予防になり
ます。暑いときにこそ栄養のある温かいものを食べるようにし
てください。夏バテ予防にもなりますよ。
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支給年齢 祝金年額
満80歳（傘寿） １０、０００円
満85歳 １５、０００円
満88歳（米寿） ２０、０００円
満90歳（卒寿） ２５、０００円
満95歳 ３０、０００円
満99歳（白寿） ４０、０００円
満100歳以上 ５０、０００円
最 高 齢 １００、０００円



いきいき げんき！● 問い合わせ：
　健康管理センター
　 ☎52−8481 〜大人もいっしょに「食育」〜
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1 水

2 木 ◦缶・びん
3 金 ◦可燃物
4 土

5 日

◎藤元早鈴（内） ☎25-1212（早鈴町）
◎冨田医院（内・小） ☎23-4586（栄　町）
◎瀬ノ口内科（内） ☎25-7780（都原町）
◎福田クリニック（外・循・内）☎46-1122（蓑原町）
◎庄内医院（外・内・整） ☎37-0522（庄内町）
◎吹上耳鼻科（耳鼻） ☎21-4133（鷹　尾）

6 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
7 火 ◦可燃物
8 水

9 木 ◦トレイ・ペット
10 金 ◦可燃物
11 土

12 日

◎柏村内科（内・消・循・呼吸） ☎22-2616（上　町）
◎あきと内科胃腸科（内・胃）☎46-5500（都原町）
◎志々目医院（内・小） ☎57-2004（山之口町）
◎都北鮫島クリニック（胃・内・外）☎38-6060（都北町）
◎寺本整形（整） ☎22-1171（北原町）
◎たき心療内科（心内・精・神内）☎46-9191（若葉町）

13 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日

14 火

◎田口クリニック（内） ☎24-0600（下川東）
◎とくとめクリニック（内・循・消）☎26-1820（一万城町）
◎海老原内科（内・小） ☎64-1211（山田町）
◎橘整形（整） ☎23-7236（中　町）
◎土井外科（胃・外） ☎22-1825（上東町）
◎宮田眼科（眼） ☎22-1441（蔵原町）
◦可燃物

15 水

◎森山内科クリニック（内） ☎21-5000（南鷹尾町）
◎有馬医院（内・小） ☎23-2610（上長飯町）
◎大橋クリニック（内・消・リハ） ☎37-0539（庄内町）
◎三州病院（外・胃・内） ☎22-0230（花繰町）
◎山路医院（外・内） ☎64-3133（山田町）
◎西浦耳鼻科（耳鼻） ☎22-0715（松元町）

◦図書館休館日
16 木 ◦缶・びん
17 金 ◦可燃物
18 土

19 日

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）
◎稲津医院（内・婦） ☎23-7501（花繰町）
◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）
◎川畑医院（外・胃） ☎46-3225（年見町）
◎吉見病院（外・整・内） ☎58-5633（高城町）
◎きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） ☎38-7300（吉尾町）

20 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
21 火 ◦可燃物
22 水

23 木 ◦トレイ・ペット
24 金 ◦可燃物
25 土

26 日

◎坂元医院（内・胃） ☎22-0360（牟田町）
◎戸嶋病院（内） ☎22-1437（郡元町）
◎たけしたこども医院（小） ☎51-0005（三股町）
◎宗正病院（外） ☎22-4380（八幡町）
◎とまり内科外科胃腸科（内・外・胃） ☎52-1135（三股町）
◎やの耳鼻科（耳鼻） ☎27-5222（吉尾町）

27 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
28 火 ◦可燃物
29 水

30 木

31 金 ◦可燃物

1 土

2 日

◎山内小児科（小） ☎22-0048（上　町）
◎ベテスダクリニック（内） ☎22-1700（年見町）
◎長倉医院（内・小） ☎52-2109（三股町）
◎池之上整形（整・リハ・リウ） ☎23-2311（上川東）
◎安藤医院（消・外・内） ☎39-2226（豊満町）
◎岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎51-1187（三股町）

3 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
4 火 ◦可燃物
5 水

6 木 ◦缶・びん
7 金 ◦可燃物
8 土

9 日

◎野辺医院（内・胃） ☎22-0153（上　町）
◎久保原田中（内・小） ☎22-7700（久保原町）
◎大岐医院（内・胃・外） ☎57-2025（山之口町）
◎よしかわクリニック（麻・整・内）☎23-9384（前田町）
◎山下医院（胃・外） ☎52-1348（三股町）
◎北原医院（産・婦） ☎22-4133（北原町）

10 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
11 火 ◦可燃物
12 水

13 木 ◦トレイ・ペット

※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので
　☎23-5555でご確認ください。

（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100に
　問い合わせてください。

町スポーツ祭

７月１日、町内各競技場で町体育協
会主催の「三股町スポーツ祭」が開催さ
れました（関連記事10㌻）。
写真は、旭ヶ丘陸上競技場で行われ
た陸上競技の一コマ。接戦で会場も盛
り上がりました。勝負の行方よりも前を
見て一心に走る子どもたちの姿が印象
的でした。

くらしのカレンダー
1.August ~ 13.September 2007

みまた

◎今月の表紙

くらしのカレンダー

『ライバル』

Life & Tax

■税 ● 問い合わせ：税務財政課　TEL 52-1111㈹　FAX 52-4944

８月31日(金)は納付期限です
●納税管理係（内線144・147）

納付期限内に納付しましょう。
●町県民税（２期）
●国民健康保険税（２期）
※�口座振替は８月27日(月)が振替日です。再振替は行っ
ていません。24日(金)までに預貯金口座の残高確認
をお願いします。

「納税相談」ご利用ください
●納税管理係（内線144・147）

税金は納付期限内に納めることが原則ですが、思わ
ぬ事故や病気、失業など特別な事情があって納付期限
内に納められないときは、印かんをお持ちになり早め
にご相談ください。年度を繰り越す滞納とならないよ

う、分割納付の相談や各種納税相談をお受けします。

家屋調査へのご協力のお願い
●資産税係（内線142・143）

固定資産税の課税の基礎とするために、家屋調査を
実施しています。
家屋調査は屋根、外壁、内壁などの部材の違いで評価
額を算出するために行っています。
家屋の大きさにもよりますが、調査には１時間程度
かかります。
調査では、家屋すべての部分の部材を確認するため
に、トイレや押入れなどにも立ち入ることになります。
そのため、プライバシー保護の観点から入居前に調査
を希望する人もいます。
入居前の調査を希望する人は、日程調整のご相談な
ど承りますのでご連絡ください。

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税がいきている ・たばこは町内で買いましょう

★たのしく・かしこく・きちんと食べる★

食育って？　毎日の食事によって身体が作られ、食事の質によって健康の質まで変わってしまいます。食べ物を選ぶ力、正しい知識を身につけ、
　　　　　 心も体も健全な食生活を実践することができる人間を育てる教育のことです。

◎９月の予定

◎８月の予定

毎月19日は食育の日

←水・お茶

厚生労働省
農林水産省決定

旬の食材はおいしい！栄養価が高い！安い！といいことづくしです。
旬の食材を使った健康バランス食を紹介していきます。
ご家庭での献立にご利用ください。

８月の旬食材…トマト
トマトの赤い色素『リコピン』は、抗酸化作用があり、
体内での老化を防いでくれます。（表示の材料はすべて1人分です。）

◎緑の皿　レンジでかぼちゃ
　【副菜１つ（SV）】　70㌔㌍／塩分0.8㌘
材　　料　かぼちゃ…100㌘、すりごま…小さじ１、みりん…小さじ１、
　　　　　しょうゆ…小さじ１

つくり方　�①かぼちゃは2㌢角に切り、耐熱皿に入れてラップをし、レンジで
３分程加熱する。　②しょうゆ、みりん、すりごまをかける。

◎黄の皿　ごはん
　【主食２つ（SV）】　200㌘／ 320㌔㌍／塩分０㌘

◎赤の皿　オクラの肉まき
　【主菜３つ（SV）・副菜１つ（SV）】　200㌔㌍／塩分1.0㌘
材　　料　オクラ…４本／豚肉薄切り…４枚（80㌘）／塩・こしょう…少々
　　　　　小麦粉…小さじ１／ポン酢…小さじ１／サラダ油…小さじ１／
　　　　　レタス…適量

つくり方　�①オクラはへたをとり、さっとゆでる。　②豚肉に軽く塩･こしょ
うをふり、オクラを巻いて、小麦粉を薄くまぶす。　③フライパ
ンに油を熱し、肉を転がしながら焼く。　④斜めに切ってレタス
と一緒に皿にもり、ポン酢をかける。

◎白の皿　かんたんトマトスープ
　【副菜１つ（SV）】　40㌔㌍／塩分1.0㌘　
材　　料　トマトジュース…100cc／ブイヨン…50cc／
　　　　　塩・こしょう…少々／生クリーム…小さじ１
つくり方　�①鍋にトマトジュースとブイヨンを入れて温め、塩こしょうで味

をととのえて冷やす。　②器に注ぎ、生クリームを回しいれる。

◎白の皿　キウイヨーグルト
【果物１つ（SV）・乳製品１つ（SV）】　90㌔㌍／塩分0㌘

材　　料　キウイ…50㌘／ヨーグルト…50㌘／砂糖…小さじ１
つくり方　①キウイは皮をむきスライスする。　②ヨーグルトをかける。
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お便りやイラスト、お子さまの写真を募集しています。
皆さまからのお便りを募集しています。ふだん生活で感じたことや皆
さんへのお願いごとなどを400字以内に、またアニメのヒーローなど
をお書きの上、お送りください。

◎わが家の一番星
３歳以下のお子さまの写真とコメントを添えてお申し込みください。

■問い合わせ　総務企画課企画政策係　☎52-1111

◦男／11,547人◦女／13,125人
◦計／24,672人◦前月比±0人
◦世帯数／9,339戸（＋10戸）
◦出生／17人◦死亡／14人
◦転入／78人◦転出／81人

三股町の人口
平成19年７月１日現在

発行・編集／三股町総務企画課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111 FAX0986-52-4944
URL http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

◎町のおいたち
三股町にはいろいろ発掘される土器から、新石
器時代より各所に人が住んでいたことがうかがわ
れます。また、その名の起源は「古くから川三条、股
になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」
をとどめているといわれています。徳川時代は薩摩
藩に属し、明治初年五戸長を一丸として、戸長役
場と改称しました。当時の地頭三島通庸公は荒涼
たる原野に土木をおこし、産業を奨励し教育の振
興をはかって村造りをなし、ここ三股の基礎が築
かれたのです。
明治23年、町村制実施により三股村となり、昭和
23年５月３日に町制を施行して名実ともに三股町と
して発足しました。以来自治の発展に努め、文化農
村建設へと邁進し、さらに今や数多くの企業誘致
により町民の所得向上をはかりながら住みよい豊
かな田園工業都市をめざして躍進しています。

◎町章
町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。
◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ
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れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
住
宅
が

増
え
る
と
管
を
大
き
く
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
と
い
う

の
で
す
。
▽
「
な
る
ほ
ど
そ
れ
な

ら
公
共
の
道
路
の
下
じ
ゃ
な
い
と
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
掘
り
お
こ
せ
な
い

か
ら
ね
」。▽
職
員
で
あ
る
わ
た
し

が
水
道
管
工
事
と
道
路
の
舗
装
工

事
の
区
別
も
つ
か
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
知
ら
な
い

の
は
当
然
の
こ
と
で
す
よ
ね
。広

報
担
当
に
な
っ
て
こ
そ
、
あ
る
程

度「
行
政
の
仕
事
」を
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
専
門
的

な
分
野
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
。も
っ

と「
分
か
り
や
す
い
行
政
」を
広
報

紙
で
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
た
出
来
事
で
し
た
。〈
♪
〉

岩　
崎　
民　
子

板
の
間
の
夫
の
座
継
ぎ
し
昼
寝
か
な

生
き
延
び
て
戦
後
を
幻
と
思
ふ
ま
で
庭
樹
々
共
に
蒼
き
蔭
な
す

桑　
畑　
ト
ミ
子

益　
山　
裕　
夫

住
む
人
の
な
き
狭
庭
な
れ
ど
ケ
ラ
マ
つ
つ
じ
火
の
色
に
咲
き
燃
ゆ
る
が
如
し

[

短
歌]

 

◆
三
股
短
歌
会

[

俳
句]

 

◆
三
股
椿
寿
俳
句
会

【

】

桑　
畑　
多
津
子

と
を
思
い
出
し
、
最
近
は
同
じ
場
所
で
し
ば
ら
く
の
間
昼
寝
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

昼
食
の
後
、
新
聞
を
読
ん
で
い
る
と
つ
い
つ
い
眠
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。夫
が
生
前
、
板
の
間
で
気
持
ち
よ
く
昼
寝
し
て
い
た
こ

遅
蒔
き
の
夕
顔
い
か
に
と
案
じ
お
り

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
庭
の
木
々
も
共
に
よ
わ
い
を
重
ね
て
大
き
く
な
っ

て
い
る
。

戦
後
も
い
つ
の
間
に
か
50
年
、
60
年
と
過
ぎ
、
移
り
ゆ
く
世
相
の
中
で
、

生
き
て
い
く
苦
し
み
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
「
幻
の
ご
と
し
」

義
父
母
も
逝
っ
て
す
で
に
20
年
。
隠
居
に
住
む
人
も
い
ま
せ
ん
が
、
今
年

も
ケ
ラ
マ
ツ
ツ
ジ
が
ま
る
で
燃
え
る
よ
う
に
咲
き
ま
し
た
。

配
し
て
い
る
。

昨
年
交
配
し
た
夕
顔
の
種
子
を
、
今
年
の
春
に
ま
く
の
を
す
っ
か

り
忘
れ
、
６
月
上
旬
に
ま
い
た
。今
花
が
咲
く
の
だ
ろ
う
か
と
心

104

★

小こ

松ま
つ 

蒼あ
お
い

く
ん
（
２
歳
）

◎
平
成
17
年
6
月
27
日
生
ま
れ

◎
進
治
さ
ん
・
江
理
子
さ
ん
の
長
男

い
つ
も
元
気
な
飛
南
ち
ゃ
ん
、
琉
華
ち
ゃ
ん
。
思
い

や
り
の
あ
る
や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
。
パ

パ
と
マ
マ
の
大
事
な
宝
で
す
。

吉よ
し

留ど
め

飛ひ

南な

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

　
　

琉る

華か

ち
ゃ
ん
（
０
歳
）

◎
平
成
17
年
4
月
27
日
生
ま
れ
（
ひ
な
ち
ゃ
ん
）

◎
平
成
18
年
9
月
13
日
生
ま
れ
（
る
か
ち
ゃ
ん
）

◎
勝
也
さ
ん
・
亜
耶
さ
ん
の
長
女
・
次
女

ち
ょ
っ
と
前
ま
で
赤
ち
ゃ
ん
だ
と
思
っ
て
い
た

の
に
、
最
近
少
し
ず
つ
お
兄
ち
ゃ
ん
ら
し
さ
が
出

て
き
ま
し
た
。
早
く
パ
パ
マ
マ
、
妹
の
月
花
（
る

か
）と
も
た
く
さ
ん
お
話
で
き
る
と
い
い
ね
。
今
、

ピ
ー
ス
の
練
習
が
マ
イ
ブ
ー
ム
み
た
い
で
す
。

大人も子どもも
褒
ほ

められるとうれしい！
今回は、今市児童館に遊びに来ていた子どもたちに
「人に言われてうれしいこと」を聴いてみました。
「しかるより褒める」ことは、教育法としても成功し
た事例はよく耳にします。大人もそうですが、やはり
子どもたちも感謝されたり、褒められたりするとうれ
しいようですね。
教育法に限らず、日常生活の中で多くの人と接して、
互いを尊重しあい、認め合うことでお互いが成長し
ていく機会はたくさんあると思いました。


